
(宛 ■ )

〒100-3916
電話

FAX

厚生労働省医薬 生活衛生局生活衛生 食品安全部
基準審査課 残留農薬等基準審査室 宛

東京都千代田区霞が関1-2-2
03(5253)1111(内線4287)
03(3595)2423(18時 以降)

03-3595-2432(残 留農薬等基準審査室FAX)

寄付金 契約金等受取 (害1当 て)額等回答表

平成 ,θ年 ′2月 /3日
平成28年 12月 2フ 日薬事 食品衛生審議会食品衛生分科会農薬 動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金 契約金等の受取(害 1当 て)額等について、別瓶のとおり回

答する。

①食品中のイミダクロ
'外

の残留基準の設定について

②食品中のオキサチアピプロリンの残留基準の設定について

③食品中のキンクロラックの残留基準の設定について

④食品中のクレトジムの残留基準の設定について

⑤食品中のクロフェンテジンの残留基準の設定について

⑥食品中の7~7レタメ円ン及dけロメ円ンの残留基準の設定について

⑦食品中のタイロシンの残留基準の設定について

③食品中のl」Jプトレリン酢酸塩の残留基準の設定について

⑨食品中のフルジオキソニルの残留基準の設定について

⑩食品中のペグ躍 グラステムの残留基準の設定について



(別紙)

①食品中のイミダクロプリドの残留基準の設定について

有

有

□

□

０

０

ｆ
‐
‐
‐
」

● 奇fT金 契約金等の受取(割 当て)額

員取つ の場合 最も多い寄附金 契約金等を受け取った年度
□ 平成26年度
□ 平成27年度

― 受取の有無:□ 有り

当該年度におする員■額

□ 50万円以下

□ 50万円超～50C万円以下

□ 500万 円起

該当の有無 :

該当の有無 :

当ラ年度 二おける受取額

□ 50万 P以下

□ 50万 F超～500万F以 ｀

E 500万 弓超

該当の有無 :口

該当の有無 :□

害議の公平さこ疑念を生しさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

受取有りの;合 最t多 い奇 l「 金 契l楚■を受十取った年度
[ 平成26年度

コ 平

'27年
度

申請資料等の作成に密接に関与

こ密接に関与

じ

し

笠
¨
缶
ホ

ロ

ロ

②食品中のオキサチアヒプロリンの残留基準の設定について

.讐議 多 彗 規 翼 彗 彗 詳 桑 豪 嘉 許
重 レ 塗 式 負 L_____―

― ― ― 一

=≡ 罰 ぁ 百 面 竃 戸 覆 戸  y無 じ

● 害議の公平きこ疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1 

特記事項

③食品中のキンクロラックの残留基準の設定について

企業名(申請企業等):   BASFジャパン株式会計

し

じ

昼
ホ
霊
ホ

イ

ビ

「
‐
‐

Ｊ

有

有

□ 写ll金 曖 学奇ヽ金含む,          □ 研究契約金  コ コンサルタントtl指導料
□ 特許た 特許使

「
料 商票橿による報酬

□ 請演・ |  □ 原稿執筆●|       □ 当:夕 企業の株式

] 号附ゴ 奨学寄付金含ご)          □ 研究契約金   ロ コンサルタント■ Fi導 料
□ 特許糧 特許使用料 商標権によるヨ Ell

□ 講演料   口 原稿執筆 ‐I       □ 当ン・_業の株式

● 寄付金 契約金等の受取中 当て)額 ― 受取の有無 :□ 有り  y無 し

「
 平成26年慶

□ 平●27年度
□ 平成2

受取有りの湯合 最も多ぃ寄附金 契約金等を受ナ取った年度 当診年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超-500万円以下

□ 500万 F超

当の有無 :□ 有り

該当の有無
'コ

 ■与

●

●

Γ
‐
‐
‐
」

こ密姜に関与 じ

し

笙
¨
缶
小

″町
口
「
‐

Ｊ

審議の公平さこ疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

コ 写附金 (奨学寄付金含む,          E 研究契綺金   ロ コンサルタンド料 :言導■
□ 特許権 特隷  

「
料 言標たによるヨ酬

□ 請演料   □ 原稿執筆料       コ 当該企業つ■■



④食品中のクレトジムの残留基準の設定について

.IT警彗辱針霞鍵画轟肇
整壁2望エス基盤壼___=竃

覇孫T石碑両 〆無し
受■有りの

=合
最も多い

=対
全 契約金等を受け取った年度

□ 平成26■ E
□ 平成27年度

□ 平成23年度

当該年■におする受取摯

□ 50万円以下

□ 50万円起～500万円以下

コ 500万円起

一月

有

□

□

０

０

ｒ
‐
‐
‐
」

し

し

無

無

コ
Ц
ビ

「‐
‐
‐
‐

．

有

有

□

□の有無

当

当

じ

し

無

無

ピ
♂

Π
‐
ョ

有

有

□

□

０

０

Γ
‐
‐
‐
し

申請資4Ll等のt成に密接に関与 該当の有無 :

該当の有無 :

し

し

無

来

′

Ц

ご

「
‐
‐

‐

∃

⑤食品中のクロフェンテジンの残留基準の設定について

.讐 季 ξ 鸞 規 霙 デ 彗 議 案 豪 誕 夢
盤 二 塗 至 ン 歴 量 憲 L_____―

―

=■ 罰 あ 瓦 藤 モ 百 穫

「

 υ 無し

審議の公平きこ疑念を生じさせると考えられる特別の利言関係
特記事項

受取有りの場合 最も多い寄ll金 契約金等を受け取った年度
□ 平成26年度

□ 平成27年度

□ 平成28

受取有りの場合 最も多い寄附金 契約金等を受け取った年度
□ 平成26年度

□ 平成27年度

□ 平成28

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万同超～500万円以下

□ 5oo万円超

当該午

「

における受取ヨ

E 50万 ¬以下

E 50万 ヨ超～500万日以下

□ 50o万 ョ遍

Ｏ

ｒ
‐
‐
‐
ｔ

審議の公平きこ疑念を生じさせると考えられる特別の利害関FT

特記事項

⑥食品中のデルタメ円ン及υヽラロメ円ンの残留基準の設定について

ご 無し● 寄付金 契約金等の受瞑 割当て)額

一該

申請資料等の作成に密接に関与 該当の有無 :

該当の有無 :審議の公平さこ疑念を生じさせると考えられる特別の和J害関係
特記事項

受取額の内訳】

□ 奇41全 (奨学寄付金含■           □ 研究契約金  ロ コンサルタント■li旨導料
E II計権 ヽ許債月料 商標権による報酬
□ 講漬料  □ 原稿ヨ事料       E 当該企業の株式
□ その他(               )

【受取額の内訳
□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許橿 特許使用料 商標権による報酬
□ 講演14  □ 原稿執筆料       □ 当シ企業の株式

□ 富附金篠 宇苛■金含む)         □ 研究実約金   コ コンサルタント沐11旨導Tl

□ 特許● I_計●
「

料 南凛橿による手訓
□ 講演・ ‐  □ 原稿散筆料       □ 当該企業の株式
E その他(                   )



⑦食品中のタイロシンの残留基準の設定について

さr無し● 寄付金 契約金等の受取(割 当て)額

員取有りの場合 最も多い寄附全 契札全等を受 ナ取った年度

コ 平成26年度

□ 平成27年度

□ 平成28年度

当ラ年度における受取■

E 50万 ¬以下

E 50万 ¬3-500万 日以下

□ 500万円超

し

し

無
丼

ご

ビ

「
‐
‐
Ｊ

有

有

□

□

０

０

・‐
‐
‐
‐
」

該当の有無【

該当の有無 :審議の公平さこ疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

【受取額の内訳】
□ 奇附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタントll指導ll

□ 特許権 特許使用II商標権による報酬
□ 講漬料  □ 原塙執筆料       □ 当該企業の株式

0寄付金 =奇 懸 瓢 面 覇

「

げ 無し
当ラ年度における受取額

― シ当の有無 :

‐ 該当の有無 :

受取有りの場合 最も多い奇附金 契約金等を受け取った●
=E 平成26年度

E 平成2,年度

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬

□ 講演料  □ 原稿執筆料       □ 当診企業の株式
□ その他(                   )

一ト以円万ＯＯ

”

一

¨

０

０

０

５

５

５

□

□

□

―

卜

ｊ

じ

じ

無

無

ば
Ｌ
「
‐
‐
∃

有

有

□

□

０

●

ｒ
‐
‐
‐
」

申請資料等のF成に密接に関与

審議の公平さこ疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

受取有りの場合 最も多いil「 金 契約金等を員す取った三度

巳 平成26年度

E 平成27年度

E 平成23年度

審議の公平さこ疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

③食品中の円プトレリン酢酸塩の残留基準の設定について

企業名(申請企業等):   日本イーライリリー鉄式会社
0寄付金 契約金等の受取〈割当て)額 ― 受取の有無:□ 有り  配 無し

当ヨ年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円起～500万円以下

□ 500万 円超

●

●

ｒ
‐
‐
‐
」

該当の有
=:□

 有り

該当の有無 :□ 有り

じ

じ

無

無

♂
ゴ

「
‐
‐
Ｊ

“

取額の内訳】

□ 寄附金(奨学寄,金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権 特許使用14商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料       □ 当該企業の株式



J丼し● 寄付金 契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合 最も多い寄附金 契l■金等を受ナ取つた年度

□ 平成26年度

□ 平成27年度

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特Яlの和l害関係

特記事項

当該年度における受取額

□ 50万 円以下

□ 50万 円超～500万円以下

□ 500万日超

し

し

無

無

ビ

町

「
‐
‐
‐
コ

有

有

警 巫 柔 輩 饂 靡 轟 許
饉 』 艶 途 ヒ

ー ー
__丁

繭 硫 直 弄 頑 ご無し● 寄付金 契約金等の受取 (割当て)額

受取有りの場合 最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度
口 平成26年度
□ 平成27年度

●

０

‐́
‐
‐
‐
‐
ヽ

●

０

・‐
‐
‐
‐
ｔ

●

●

Γ
‐
‐
‐
」

申読資ll等の■成に密接に

申請資料等の作

―  該 ´ C桐 来 IL

一 ま当の有無|□

ラ当の有無:□

該当の有無:□

当該年度における受取複

□ 50万 円以下

□ 50万 ¬超～500万 円以下

□ 500万円超

当該年度における受取観

コ 50万円以下

2 50万 円超-5CC万円ll下

□ 500万円虐

審議の公平さこ疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

該当の有無 :□

該当の有無 :□

彗 譲 勲 彗 譜 懃 藤 錯
理 墜 担 嵩 L_____三

馨 面 扁 両 隆 直 □ 無し● 寄付金 契約金等の受取 (割当て)額

受n有りの場合 最も多い奇附金 契約金等を受け取つた年度
□ 平成26年度
□ 平成27年度

ゴ 平
'28年

度

し

し

無

無

ビ

百

「

‐

Ｊ

有

有

●り  に 無し

有リ  ロ
.無

し

|

審議の公平さこ疑念を生じさせると考えられる特男1の利害関係
特記事項

コ 写ll金 崚 学寄付金合せ)         E 研究契約金   ロ コンサルタント料 :言導,
コ ■許権

～
許使用料 言標権による報酬

コ 詩演料  E 原稿執筆●       □ 当ラ企業のrT式

□ そのt(               )

コ 寄 ll金 嗅 学寄付金合さ)          □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 |ヨ導

'□ 特許権 ■講  

「
■ 言標権によるう Qll

□ 講演料   □ 原稿ヨ筆料       コ 当該企業の■す

【受取類の内訳】
□ 寄附金(奨学寄付金含む)         y研 究契約金  ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権 特許使用料 商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆料       □ 当該企業の株式
□ その他(                   )



⑨食品中のフルジオキソニルの残留基準の設定について

警 六 轟 輩 課 茉 轟 許
星 塑 整 墜 崖 上

一
__=繭

蒲 蔚 弄

「

J無 し● 寄付金 契約金等の受瞑 割当て)額

受餃有りの場合 最も多い寄ll金 契た金等を受 ナなった年度

□ 平成26年度

□ 平成27年度

□ 平成28

当該年度における受取額

□ 50万 日以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500万用超

し

じ

無
無

ビ

Ｌ

「
‐
‐
∃

有

有

□

□

●

０

・‐
‐
‐
‐
」

し

し

午

無

口

Ｌ

「
‐

‐

コ

有

有

申請資料等の4成に密接に関与

審議の公平きこ疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

員取有りの場合 最も多い寄F金 契約金等を受け取った三度

□ 平成26年度

□ 平成27年度
□ 平成23年度

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万 円超～500万円以下

□ 500万 円超

□

― 該当の有工 :

― ラ当の有丼 :

⑩食品中のペグだ グラステムの残留基準の設定について

ピ 無し● 寄付金 契約金等の受取〈割当て)額

●

Ｏ

ｒ
‐
‐
‐
」

申請資

審言の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の和嗜 関係
特記事項

該当の有無 |□

□ 寄ll金 (奨学寄付金含む)          □ 研究契約金   ロ コンサルタント料 指導料
□ 特許権 特許使用l■ 商標権による報酬
□ 議資料  □ 原稿執筆 l・4       □ 当該企業の株式
□ その他(                  )

【受取額の内訳】
□ 寄附金は 学寄付金含む)         □ 研究契約金  ロ コンサルタント料■旨導料
□ 特許権 特許使用ll商標権による報酬
□ 講演料  □ 原稿執筆14       □ 当該企業の株式















(宛先)

　　　　　　厚生労働省医薬・生活衛生局生活衛生・食品安全部
　　　　　　　　　基準審査課残留農薬等基準審査室宛

〒100-8916　　　　　　　　東京都千代田区霞が関1-2-2
　　電話　　　　　　　03(5253)1111(内線4287)
　　　　　　　　　　　03(3595)2423(18時以降)
　　FAX　　　　　　O3-3595-2432(残留農薬等基準審査室FAX)

寄付金・契約金等受取(割当て)額等回答表

　　　　　　　　　　　　　　　平成29年12月/4日
平成28年12月27日薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取(割当て)額等について、別紙のとおり回

答する。

①食品中のイミダクロプリドの残留基準の設定について

②食品中のオキサチアピプロリンの残留基準の設定について

③食品中のキンクロラックの残留基準の設定について

④食品中のクレトジムの残留基準の設定について

⑤食品中のクロフェンテジンの残留基準の設定について

⑥食品中のデルタメトリン及びトラロメNJンの残留基準の設定について

⑦食品中のタイロシンの残留基準の設定について

⑧食品中のトリプトレリン酢酸塩の残留基準の設定について

⑨食品中のフルジオキソニルの残留基準の設定について

⑩食品中のペグボビグラスチムの残留基準の設定について

現職堕庭ロ'o∠ ''"▲⇔' 一庖

一一li



(別紙)

①食品中のイミダクロブJF'の残留基準の設定について

企業名申請企業等): パエルロ"プ　ェ' △

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　口　平成26年度

　　口　平成27年度

　　口　平成28年度

→　受取の有無:□　有り　　冨無し

　　　　当該年度における受取額　　}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　口　500万円超

【受取額の内訳】

口　寄附金(奨学寄付金含む)

口　特許権・特許使用料・商標権による報酬

口　講演料　　ロ　原稿執筆料

口　その他(

ロ　研究契約金

口　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[⌒

→　該当の有無:□　有り

→　該当の有無:□　有り

M無し

材無し　
]

②食品中のオキサチアピプロリンの残留基準の設定について

企業名(申請企業等): 一ユノ、ン　　ム

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額 →　受取の有無:□　有り 〆無し

       受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度当該年度における受取額
       口平成26年度口　50万円以下

       口平成27年度口50万円超～500万

       口平成28年度口　500万円超

       【受取額の内訳】

       口寄附金(奨学寄付金含む)口　研究契約金口コンサルタント料・指導料

       口特許権・特許使用料・商標権による報酬

       口講演料　　口　原稿執筆料口　当該企業の株式

       口その他()

       申請資料等の作成に密接に関与→該当の有無:□有り　㎡
●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[⌒
→　該当の有無:口　有り

㎡無し

ぼ無し　
]

③食品中のキンクロラックの残留基準の設定について

企業名(申請企業等): BASFS◆　ノNe、 △

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額
[

→　受取の有無:□　有り ぽ無し

      受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度当該年度における受取額
      口平成26年度口　50万円以下
      口平成27年度口50万円超～500万円以下
      口平成28年度口　500万円超
      【受取額の内訳】
      口寄附金(奨学寄付金含む)口　研究契約金口コンサルタント料・指導料
      口特許権・特許使用料・商標権による報酬

      口講演料　　ロ　原稿執筆料口　当該企業の株式
      口その他()

      申請資料等の作成に密接に関与審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係→該当の有無:□→該当の有無:□有り　[ピ無し有り　　ピ無し
      特記事項



④食品中のクレトジムの残留基準の設定について

企業名(申請企業等): 1ス フ　　エンス　　ム

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　ロ　平成26年度

　　口　平成27年度

　　口　平成28年度

→　受取の有無:□　有り　　〆無し
　　　　当該年度における受取額　　}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　ロ　500万円超

【受取額の内訳】

口
口
口
口

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　ロ　原稿執筆料

その他(

口　研究契約金

口　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[⌒
→　該当の有無:ロ　有り

→　該当の有無:□　有り

ゼ無し

ロノ無し　
]

⑤食品中のクロフェンテジンの残留基準の設定について

企業名(申請企業等): マ・"tパン　　ム

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　口　平成26年度

　　口　平成27年度

　　口　平成28年度

→　受取の有無:□　有り　　〆無し
　　　　当該年度における受取額　　}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　口　500万円超

【受取額の内訳】

口
口
口
口

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　口　原稿執筆料

その他(

口　研究契約金

ロ　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[⌒

→　該当の有無:□　有り

→　該当の有無:ロ　有り

〆無し
〆無し　
]

⑥食品中のデルタメトリン及びトラロメトリンの残留基準の設定について

企業名(申請企業等):  ノ「ξ　工Jレ　ロい エンス　　ム

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

→　受取の有無:□　有り　　iiz,e無し
　　　　当該年度における受取額

      口平成26年度口　50万円以下

      口平成27年度ロ　50万円超～

      口平成28年度口　500万円超
      【受取額の内訳】

      口寄附金(奨学寄付金含む)ロ　研究契約金口コンサルタント料・指導料
      口特許権・特許使用料・商標権による報酬

      口講演料　　口　原稿執筆料口　当該企業の株式
      口その他()

      申請資料等の作成に密接に関与→　該当の有無:ロ有り
●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[⌒

50万円超～500万円以下

→　該当の有無:□　有り

Y無し
M1無し　

]



⑦食品中のタイロシンの残留基準の設定について

企業名(申請企業等): _　　　lI_　　　　△

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　口　平成26年度

　　口　平成27年度

　　口　平成28年度

→　受取の有無:□　有り　　〆無し
　　　　当該年度における受取額　　}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　口　500万円超

【受取額の内訳】

ロ
ロ
ロ
ロ

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　口　原稿執筆料

その他(

口　研究契約金

口　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[⌒
→　該当の有無:□　有り

→　該当の有無:ロ　有り

[9"無し
冒無し　

]

企業名(競合企業): 1スヘルス'◆ニュー1"ン　エンス

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　口　平成26年度

　　口　平成27年度

　　ロ　平成28年度

　　ム

→　受取の有無:□　有り　　id無し
　　　　当該年度における受取額　　}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　口　500万円超

【受取額の内訳】

口
口

口
口

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　口　原稿執筆料

その他(

口　研究契約金

口　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[　
→　該当の有無:ロ　有り

→　該当の有無:□　有り

㎡無し
EX'無し　

]

⑧食品中のトリプトレリン酢酸塩の残留基準の設定について

企業名(申請企業等): _　　　ll_　　　　ム

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　口　平成26年度

　　口　平成27年度

　　口　平成28年度

→　受取の有無:□　有り　　9無し

　　　　当該年度における受取額　　}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　口　500万円超

【受取額の内訳】

口
口
口
口

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　ロ　原稿執筆料

その他(

口　研究契約金

口　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[⌒

→　該当の有無:□　有り

→　該当の有無:ロ　有り

〆無し
〆無し　

]



企業名(競合企業): 、ニマルヘルス　　ム

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　ロ　平成26年度

　　口　平成27年度

　　口　平成28年度

→　受取の有無:□　有り　　〆無し

　　　　当該年度における受取額　　}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　ロ　500万円超

【受取額の内訳】

口
ロ
ロ
ロ

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　口　原稿執筆料

その他(

口　研究契約金

ロ　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[⌒

→　該当の有無:□　有り

→　該当の有無:□　有り

㎡無し
ゴ無し　

]

企業名(競合企業): 工 △

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　口　平成26年度

　　口　平成27年度

　　口　平成28年度

→　受取の有無:□　有り　　ゴ無し

　　　　当該年度における受取額　　}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　口　500万円超

【受取額の内訳】

口
口
口
口

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　　ロ　原稿執筆料

その他(

ロ　研究契約金

口　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[⌒
→　該当の有無:ロ　有り

→　該当の有無:ロ　有り

〆無し

iil無し　
]

企業名(競合企業): △

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度
→　受取の有無:ロ　有り　　∀無し
　　　　当該年度における受取額

      口平成26年度口　50万円以下

      口平成27年度口　50万円超～
      口平成28年度口　500万円超

      【受取額の内訳】

      口寄附金(奨学寄付金含む)口　研究契約金口コンサルタント料・指導料
      口特許権・特許使用料・商標権による報酬

      口講演料　　口　原稿執筆料口　当該企業の株式
      口その他()

      申請資料等の作成に密接に関与→　該当の有無:ロ有り
●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[　

50万円超～500万円以下

→　該当の有無:□　有り

['i"無し
[Sitf無し　

]



⑨食品中のフルジオキソニルの残留基準の設定について

企業名(申請企業等): ぐン巳エン　巳　パ、 ム

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　ロ　平成26年度

　　口　平成27年度

　　口　平成28年度

→　受取の有無:ロ　有り　　id無し
　　　　当該年度における受取額　

　
}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　口　500万円超

【受取額の内訳】

口
ロ
ロ
ロ

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　　口　原稿執筆料

その他(

口　研究契約金

口　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[　
→　該当の有無:□　有り

→　該当の有無:□　有り

ゼ無し
M無し　

]

⑩食品中のペグボビグラスチムの残留基準の設定について

企業名(申…企業等): _　　　ll_　　　　△

●寄付金・契約金等の受取(割当て)額

　受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

　　口　平成26年度

　　口　平成27年度

　　ロ　平成28年度

→　受取の有無:□　有り　　M　無し

　　　　当該年度における受取額　
　

}

　　　　　口　50万円以下

　　　　　口　50万円超～500万円以下

　　　　　口　500万円超

【受取額の内訳】

口
口

口
口

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料　　　口　原稿執筆料

その他(

口　研究契約金

口　当該企業の株式

)

ロ　コンサルタント料・指導料

●申請資料等の作成に密接に関与

●審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

[　

→　該当の有無:□　有り

→　該当の有無:□　有り

M無し
 囮ノ無し　
]






























































